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           内陸避難者の避難生活がい

つまで続くのであろうか？ 

前途の不安を払う希望を持ちたいところに、 

今年５月、国が復興事業費地元一部負担の方

針を示したことで、身を削られる思いが一段と

強くなった。街の復興はもちろん、被災者・避

難者の生活・仕事・住まいのメドが立つまで、

国の全額負担を続けてほしいと思う。 

復興はまだまだこれからが本番。新たな希

望を持ち、前へ進みたい思いを応援する、そ

んな国の施策を心から期待したい。（事務局）   

編集後記 

 

  昨年秋に開催された、「貯筋運動（健康づくり・介護予防） 

教室」は、地域の市民や高齢者に大変ご好評をいただきました。 

 来る、６月２１日には、大船渡市内の仮設住宅集会室におい

て、「健康体操教室とマッサージ」を企画しています。 

ふくし岩手会員の佐藤明事務局長と古水健吾幹事は、岩手県

鍼灸マッサージ師会の会員でもあり、その仲間を含め４名に協

力いただけることになり、その専門性を生かした健康体操指導

やマッサージ施術を計画しています。会場は、大船渡市越喜来

地区杉下仮設住宅集会室です。現在、地元大船渡市在住の古水

幹事を中心に準備を進めており、仮設住宅にお住まいの方々と

の交流を通し、少しでも激励になればと思っています。 

当日は、ふくし岩手から千葉健一代表と岡崎正道幹事が役員

として同行され、サポートしていただきながら、教室終了後に、

地元大船渡市のボランティア団体との昼食会を設定し、情報交

換と親睦交流を予定しています。 

 

 

 

東日本大震災から４周年となる去る３月１１日、犠牲者の追悼 

 と慰霊の祈りを捧げるイベントが行われました。 

もりおか復興支援ネットワークが実行委員会を作り、準備と運 

営に当たりました。ふくし岩手からも実行委員として参加し、主 

に灯篭の材料となる牛乳パックを収集し協力しました。 

市内を始め、全国から約１万２千個の灯篭が集まり、風雪の激 

 しい天候にも関わらず、多くの市民が集まり、心から鎮魂の思い 

 を共有する１日を過ごすことが出来ました。 

会場となった、もりおか歴史文化館と広場では復興支援映画の 

 上映があり、広場では音楽の発表がありました。復興屋台も並び、 

沖縄うるま市から参加いただいた「もずく雑炊」は美味でした。    もりおか歴史文化館前広場 

 東日本大震災の風化予防、日頃の防災意識向上を継続的に市民      2015 年 3 月 11 日夜 

に呼びかけて行きたいと思います。   

 

 


